
Title 地理的環境論の諸問題
Sub Title
Author 小島, 栄次

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1938

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.32, No.11 (1938. 11) ,p.1467(1)- 1489(23) 
JaLC DOI 10.14991/001.19381101-0001
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19381101-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


一申，甸體毎$ 特講 
简込囘裁月涊別座
月全六•ブブ^丨辦全
一 一 册科同g義三 
Q圆圆慑目十&ナ+ 
五^̂ 雅r-.八し:--‘ > ヽ.

料华_| 1分 _講 科  
55錢2占太舭月附座目

播一九七，ニ田三話.u£ 
播〇八一八五一M诳替振 社服出應慶 田 區 芝 京 朿

tBBDM

第十三亂配本目キ

.
 

-
 

•-'

»

.濟

：

职
 

i
 

s

v高
.

先̂

.；
坐
‘

會

：..
社
：
V 學

(

3
:
'
1
一
 I

考

■社

#..
..
.

學..
Qo.
.
加
'.
田

.̂

生.. 

.
敗
.
.
ン險へ學

(

.5
:園
 

'
先，生
 

_

融

論

^
^
金
原
先
生 

ぐ獨逸

_
經
濟

'
學(

ー)

武
村
先
生
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0
本
：先
生

有
娘
會
社
に
っ
ぃ
て
津

田.
先
生

內

容

案

內

：：
；

經

濟

原

論

は

分

.
配
經
濟
學
を
以
て
繳
講.:
•

#
員
諸
君
は
今.
こ
そ
：
 

所
謂
高
橋
原
論
の
眞&
を
味
識
せ
ら
れ
る
；
と
で
ぁ
ら
ぅ
？
；#
計
學
は
愈
ミ
資 

本
金
論
に
人
り
、
.保
險
譎
は
各
鼢
に
人
つ
て
坐
命
保
險
で
ぁ
る
。
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時
節
柄
必
讀€
文
字
'ゆ
戰
爭
論
と
植
民
論
を
以
：て
終
編'と
す
る
社
齋
學。
®
 

と
は
何
加.
、
全
體
戰
绝
と
は
何
か
、
：

)

そ
の
：本
質
と
機
構
と
は
赤
裸
•々

に
學
的
觀 

:

顶
の
：鏡
€
映
じ
出
さ
れS
 
.同
^
く
今
间
結
屬
の
食
融
論
も
*
戰
時
に
於
け
る 

イ
シ
フ
レ
ー
シ
，
ン
の
頌
の
如
き
、
荀
も
來
夺
べ
き
イ
シ
フ
：レ
の
波
動
に
關
心 

'を
持
づ'容
の
見
逃
す
べ
か̂>
ざ
ろ
& -
玉
の
文
字
で
ぁ
る
。
各
國
特
殊
經
濟
講
座 

の
.
先

陬

と

し

て

獨

逸

經
濟
學
が
今> 3:か
.ら
開
講
せ
ら
れ
た°
特
別
！
！
^

は
先
月 

終
了
し
た
商
法
の
補
講
と
な
る
ベ
含
も
の
、
直
^
役
に
立
つ
實
際
講S

で
^
る
。
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I
:
;
讓

^

藤

#
.夢

.
/
'■
八

零

-

經
濟
地
理
學
的
硏
究
は
經
.済
現
象
の
分
布
狀
態
を
明
か
に
し
て
、
.そ
れ
に
依
つ
.て
■「

地

域

の

經

濟

的

特

殊

性4
i

把

握

し

ょ

.
ぅ

と

す
 

る
。
そ
の
場
合
そ
.

Q

特
殊
性
を
單
に
现
往
あ
る
が
儘
に
表
現
す
る
の
•み
で
な
く
、
そ
れ
を
银
‘ぜ
し
め
た
原
闪
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬo
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蓋
し
路
物
攸
相
瓦
的
關
聯
を
持
ち
つ
赢
克
づ
變
化
し
て
行
く
の
.だ
か
.ら
、
單
に
一
時
點
に
於
け
る
狀
態
を
知
り
得
た
.の
み
で
は
十
分

-

へ-
-
,
-

'

.

■

... 

r 

.
 

V 

' 

...
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■
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. 

.

.

で
は
な
.-.
-

<

_現
在
あ
.る
が
如
き
特
殊
蚀
は
如
何
な
る
原
因
の.如
何
な
る
#

«
忙
.依

つ

，
，
て

齎

さ

.れ
、
從
つ
て
ま
た
如
何
に
そ
り
特
殊
性
孩

.

-
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.

成
の
過
程
が
進
行
し
.つ

-\
-
あ
る
か
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
‘
.で
あ
.る

.0
そ
こ
で
一
：地
域
の
經
濟
的
特
殊
性
を
齎
し
た
_原
凶
I

そ
れ

」

.地

.理
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環
擒
|
1
.のー
諸
.間
題
.
.
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：
'
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は
ま
.

た
そ
の
特
殊
性
を
構
成
す
を
諸
經
濟
現
象
の
現
在
あ
る
が
如
き
分
布
狀
態
を
齎
し
た
原
因
に
他
な
ら
ぬ
が
1

に
就
い
.て
の
究
明 

が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
.

る
？
結
果
で
.

あ
，る
と
£

ろ
の
現
在
(0
.

地
域
的
特
殊
性
.

を
、
單
に
そ
れ
か
外

|1
5
に
現
れ
て
^
る
开
に
於

.•.
•
+ 

.>•
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.
い

て

把

え
る
の
み
.

で
は
、
.

決
し
て
十
分
に
如
り
得
た
と
は
云
.

へ
な
い
の
•

で
あ
る
。

'

と
こ
ろ
で
こ
の
原
因
は
そ
の
地
域
の
特
殊
事
情
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
地
理
學
的
硏
究
に
於
い
て
は
、

一
地
域
S

濟
的
特
殊 

性
を
人
間
の
經
濟
沾
動
が
そ
の
場
所
の
勝
殊
事
情
に
順
應
し
た
結
果
に
他
な
ら
ぬ
と
見
る
か
ら
で
あ
‘

る
。
而
じ
.

.

^

に
分
布
し
-

足
着
す
る
經
濟
現
象
を
圃
繞
し
て
そ
0
分
布
*

定
着
を
決
定
す
る
’

も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
環
境
と
稱
し
、
經
濟
現
象
の
地
域
的

.

ム
蒸
.

定
着
を
決
定
ず
る
瑱
篼
と
い
，窘

眛

畫

：理
的
邋
境
と
呼
,

^

^

斯
く
し
て
經
濟
地
理
擧
的
硏
究
の
主
要
部
分
は
、
經
濟
.現
象
の
分
布
と
そ
の
地
理
的
瑗
境
と
の
關
係
を
背
究
.す
る
こ
と
だ
と
.ぼ
へ
る
。 

こ
の
點
に
關
し
て
は
極
め
て
不
十
分
乍
ら
旣
に
本
誌
上
に
述
ベ
た
こ
と
？i

あ
る
。
®

一)

然
し
乍
ら
地
理
.的
辕
境
な
る
.概
念
及
び
そ
れ 

と
經
濟
現
象
と
の
關
聯
に
就
い
て
は
、
尙
幾
多
の
問
題
が
踐
さ
れ
て
居
る
？
そ
の
ニ
三
を
こ
、
に
取
上
げ
：て
見
た
い
と
思
ふ
。

0
一
 

本
辭
第
三
十
卷
鍛
一
鲚
地
載
の
本
質
ど
地
理
的
環
境
に
就
い
て
1

經
濟
地
理
學
方
法
論
に
於
け
る4

斷
想——

」

第
ヨ
十
卷
第
九
號 

經
濟
地
亂
擧
に
於
け
名
自
然
環
镜
醫
の
意
斷
及
■

續
ぎ
に
就
；い
て
：_

ニ
十11

卷

第

靈

：

「

經

嚣
 

る
文
化
環
境
興
察
の
手 

緻
き
に
就
い
て
し
參
照
。 

•

へ：：

へ
.
地

理

的_
境

り

概

念

は

、

多

く

の
：？！

合

ぬ

氣

候‘
地

形

，
土

壞
.':
0
等
の
§'
然
瑗
境
の
み
を
含.む
も
.の
と
し
て
片
ひ
：ら
ゎ
る

：

例
へ
ば

Ellen Churchil 

Se 

日

 pie, Jniauences. of geographic environment; 

on the basis 

cf Ratzelwsyste 
日 of • anthropo^eo- 

graphy. 

N
e
w

 York, 

1
9
1
1
.

は
、
人
問
の
身
體
的
特
徴
の
形
成(

各
人
種
間
に
於
け
る
身
長
や
皮
腐
の
也
な
ど
の
相
違
：に
現
れ
た
が 

ヵ
ぎ)

精
前
脊
特
着
の
形
成
遍
y

l
i'
J

敎
%

〉

經
藤
的
社
^

_
齋
齊
產
1 :
富
&

#?
鑛
圓
^
大
ぞ
ざ
«

^:
A-
間
の
肩
域
的
移
0 

(

集
團
的
移
動
•交
通
•等)

の
廣
汎
な
脆
圍
に
.
Q
_
た
つ
て
、
地
理
的
環
境
藍
接
或
ば
間
接
に
極
め
で
重
太
な
影
響
を
與
.：
へ
：
：
る

こ

.と
：
を̂
 

じ
て
居
る
が
、
こ

の
場
合
の
地
.理
的
激
境
他
氣
候
.
.地
：
形

象

の

：
自

齋

盼

衝

，
で

あ

る

0
.
ま

た

甴

番

日

:-
'
'
.
0)
.̂
齡

，
：

n
o
n
t
e
m
p
o

-sl
x

 

:
s
o
c
o*
l

f
 

a
l
t
h
l
i
?

 N
e
w

 York, 

1
9
2
00
.
は
-
地
理
的
環
境
か
ら
社
會
の
特
質
•組
織
•
過
程
#

へ
：
及

ぼ

す

影

響

を

論

ず

る

人

.
 々

を
'
.社
會
學
敎
中
の
地
理
擧
派
と
し
ー
て
取
饭
つ
て
居
る
が
、
こ

(0
-
場
合
に
も
地
理
的
瑗
境
免
良
然
環
境
^
限
：.つ
.て
居)

亨
 

::

極
：办
禀
敷
の

#
理
的
環
境
論
者
S

げ

茗

セ

_

敦

te
會
的
_

玄
|

理
«
嚴
境
^

程
^
强
調
し
：
_

は
-
人

:%
故

か

づ

：管

，
で

あ

ら

ぅ

。

著

者

は

單

.
に

「

％

理

的

環

境

)

の
；影

歡

を

分

析

ず

.
る
：
に«

つ
：：て
瞹
味
|

避
け
る 

爲
め
に
、#

々
故
ど
0
概
念
奶
依
0
免
々

と

上

ろ

：
の

ザ

而

じ

苌

人

間

の

#:
在

が

奮

か

ら

獨

立

し

て

そ

れ

廛

‘の
自
發
性
に
依
つ
て
變
化
す
る
と
こ
.
ろ

I:

切
の
#
宙
的
諸_

:  

#
諸
現
叛
を
1 :
味
す
る.
の
だ
と
い
，ふ
こ.
と

を

述

べ

て

置

.
か

ね

ば

な

> '
ぬ」

。
' (

同

書
~
〇.
一
頁)

と
5

て
居
る
に
過
ぎ•な
：い
、。
.
何

故

ぞ 

の
意
雙
解
ず
る
か
に
就$

は
>「

全.
く
證
し
て
居
な
い
の
で|

0

現
在
の
米
國
に
於
け
る
地
理
學
の
權
要ゥ
マ
ン
I

ひ
ソ」 

暴
_

定
義
を「

如
何
な
る
地®
擧
者
も
容
認
せ
ざ
る
と
こ
ろ
.

」

と
し
て
非
難
し
て
居
る
が

(
I
s

f

切n

 

GI
ルp

h
y  ；in

 

r

f
 ,

1

1

 
s
f
 

f

 .Yo
rk

,  

1
9
3
4
.  p

.  1
S
3
0
.

社
會
摄
境
を
認
め
だ
いf

 K

ふ
の
で
は
な
く「

こ
f

t

', 

1

1

8

1

1



.

於
け
る
根
本
的
な
誤
摩
は
；
人
即
の
僩
人
と
し
て
及
び
人
極
と
し
て
の
坐
活
に
於
い
て
地
球
が
深
§
•
る
變
北
裏
る
と
い
ふ
亭
气 

，ま
た
i

的
I

響
を
及
び
し
得
る
l

a

 

S

I

I
も
^
接
地
域
で
す
ら
變
化
し
得
る
|

.
ふ
事
實
を
、
考
慮
.に
人
れ
て
居
な 

い
こ
と
か
ら
象
る」

.

.

(ibid 、，
pp: s

l
s
'
Q
,

で
办
つ
て
、
••要
す
る
に
ソ
ロ
キ
ン
.
1

義
5

人
間
K

依
？

そ
の
地
域
の
’
 

み
な
ら
ず
近
接
地
域
の
自
然
的
條
件
'が
大
い
に
變
化
す
る
*
實
を
認
め
な
い
故
を
以
つ
'て
非
難
す
る
の
で
あ
る
。
バ
ゥ
マ
ン
に
依
れ
ば
* 

.r

斤
迁
、
の
典
同
體
の
勗
の
環
境
は
地
域
的
環
境
で
あ
る
0
と
ー
25
:
ふ
0
..は
人
間
に
影
響
を
與
へ
る
と
こ
.ろ
の
相
五
的
關
聯
を
^
つ
.身

W

E 

,
:
cl'
a
i
t
lを意
味
す
る
o
; (Ibid., p. 

i)

だ
.か
ら
耕
地
や
運
河
の
や
ぅ
な
自
然
の
外
貌
に
直
接
加
へ
が
れ
だ
霧
f

も
、"
地
理 

V

勺
環
境
ど
，へ
て
蓮
し
な
す
れ
ば
な
ら
ぬ
の
‘で
あ
る
が
、
特
定
0.
經
濟
現
象
に
關
聯
を
持
つ
經
濟
的
條
件：

例
^
ば
：■

人
口
の
'分
布
. 

:禱
要
«
分
布
_

き
、
或
は
ま
た
經
濟
政
馨
耑Q

政
治
的
條
件
の
如
き
は
や
ば
り
1

的
環
境
に
非
ず
1

1

5
る
。

'ハ
ゥ 

'マ
.感

醤

■

か
る
說
明
を
行
■

居
る
.わ
け
で
比
な
い
が
、
前
揭
の
定
義
か
息
て
斯
く
認
定
し
得
る
倉
ふ
。
.悪
す
る
に
筆
潜 

.ね

謂

，
ふ

社
#-.
a
度
は
、
こ
れ
等
の
權
威
者
に
依
つ
.て
は
認
か
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
■

:

:

'然
し
隹
■

理
的
徵
境
■

地
域
吃
■

そ
#

#
の
：經
濟
现
象_

繞
し.
基

 ̂

Lて
居
る
原
因
と
劳
へ
る
時 

當
•

む
'無
®
の
自
然
的
條
件
と
北
ハ
に
社
會
的
條
件
を
も
包
含
せ
し
め
ね
，ば
な
ら
ぬ
0
到
ち
地
现
的
摄
境
を
構
成
す
る
耍
素
ぼ
自
然
ぬ

:

瓌

境

敷

藝

海
■

馨

的

擐

霞

奮

暮
^

ーこ、
、に
地
■

的
讓
は
自
嫌
環
境
と
.

社
會
：環
境
と
.

に
分
考
れ
る
こ
と
に
な
る
。

,

自
然
環
境
.

の
素
村̂

る
自
然
的
倐
件
は
ん
間
の
激
動
が
瓜
つ
て
紙
^ :

て
そ
れ
；に
歌
響
し
.
.て*

る
；と
.

い
ふ
.

意
陳
に
於
い
.て
消
極
的
な
存
在 

ノ 

P
.

あ
る
：0:
入
間
0:
活
動
が
な
ぃ
限
.

0;
.
.
、
.

.自
然
的
條
仲
ば
潜
在
カ
た
る
に
止
^ -

る
。.
.
例

，
ば
小
.

麥
：t

栽
培
す
る
.

と
い
，ふ
人
間
活
動
が
あ
つ

て̂

め
て
、
そ
の
地域
：

の
：氣候

•
土
壊
*
尊
の
‘

自
然
的
條
件
が
そ
れ
忆
有
利
な
或
は
、不
利
，な
條
件
と
し
て
影
響
を
持
つ
に
至
る
。
他
方
に 

於
: ^

て
)1
!

1會
生
活
の
行
は
九
る
所
に
は
、
勿論

必
.

ず

經

濟

現

.
象
も
存
花
す
る
。
從

つ
て
社
會
的
諸
條
件
の
屮
に
は
、
經

濟
.現

象

'を

誘

導
 

す
.

る
も
の
が
あ
る
0.
假
.
.に
輕
濟
的
諸
要
因
が
|

會
的
諸
條
件
を
そ
の
‘

根
本
に
於
い
て
规
定
ず
る
と
し
て
も
、
ひ
と
た
び
祉
會
的
諸
條
件 

と
し
•

て
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ
等

社
#
的
諸
條
件
の
中
に
は
、

.

相

當
I强

固
.に
自
己
の
#
在
を
主
張
し
て
逆
に
經

濟
現
象
へ
影
響
を
及
ぼ
' 

す
も
の
，，か

生

じ
. ^

。
例
へ
ば
食
| }

上
の
憤
習
わ
如
き
、
日
木
人
が
海
外
へ
移
住
し
て
も
容
易
に
こ
れ
を
棄
て
る
こ
と
が
出
來
ず
、
移
往 

先
で
口
本
食
の
材
料
^
自
給
す
石
か
或
は
輸
入
す
る
こ
と
が
多
い
や
ぅ
で
あ
る
が
*

そ
れ
が
事
實
と
す
れ
、ば
、•
社
.
的
條
件
が
經
濟
現 

'象
; ^

:

誘
導
！
-
»̂
め
て
■
向
^

^Er^ 
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_
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e

^
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: ^
^

^

s

^
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.
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^
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^

^

^
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^

#

. L
r
 

&

 齊
現
象
或
は〉 

そ
の
他
の
社
食
現
象
の
分
布
狀
‘

態
が
そ
の
影
響
に
.

依
つ
で
決
定
さ
れ
る
，と
' ^

へ
る
と
と
は
、
單
に
.

}

M

的
な
觀
察
‘で
あ
石
ば
か
り
で
な 

く
、
I

描

と

し
.

て
I

I

ぼ
し
得
る
力
の
.

な
T

Q

に.

就
い
て
そ
の
I

I

ず
る
と
い
ふ
點
で
、
根
本
的
に
誤
つ
て
居
る
。

セ
；
 

一

•

疆

■

講

_

, o

惠

違

，
が
■

歡

響
■

.

■

翁

職

！
凝

じ
て
間
接
に
影
響
を
蒙
る
場
合
を
認
め
て
.

居
ぶ
、(.

s
e

m
p

l
e

,
'

o
p

.
a

t
.
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.
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2
4,
參
.

爾)

實
質
的
.

に
社
會
的
條
件
を
も
環
境
と
し
て
.
. 

取

上

げ

て

居

る

，と

も

I
K

へ
る
が
、
•

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
そ
れ
等
社
畲
的
條
件
兑
自
然
的
條
仲
の
結
果
で
あ
る
と
の
み
尾
る
點
に
於
い
て
、 

や
は
り
大
き
な
，魏
り
を
犯
レ
て
焐
る
。
何
と
な
れ
ば
^

然
的
條
件
の
間
•

接
的
な
影
響
ば
、
必
然
的
に
中
間
に
立
つ
社
#
的
條
件
に
依
つ 

て

何

等

，か

の

變

化

を

加
.へ
ら
れ
て
居
り
；*

決
.

し

て

單

领

な

.
、る

;'
^
接
的
影
響
で
は
.

な
，い
''

0
、社
#
的
條
件
が
_

然
環
境
.に
依..
つ
て
規
定
さ
れ
，

 

る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
自
體
の
性
I

を
■

持

つ

.0
假
に
鸽
物
に
對
す
る
一〗

兀
論
を
採
る
•

と
し
た
と
'

こ
ろ
で
、
人
間
に
は
人
間
の
#

質
' 

地
.
■

的
環
挺
論
.

の
諸
間
^

-

,
 

五

a

Ll
]

七1
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s
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六

こ；：：'
(

■
;

が
あ
り
植
物
は
植
物
の
-特
質
が
於
る
。
.’假
に
社
會
的
條
件
が
自
然
的
條
仲
に
依
•，つ

て

規

定.さ

れ

，
る'だ
け
..で
な
く
、
そ
れ
に
依
つ
て
,^
城

し
，た
と
^

へ
た
.と
こ
ろ
で
、
，や
は
り
社
#
的
條
件
は
そ
れ
自
體
の
特
質
を
持
つ
の
で
あ
る
。
だ
.か
ら
社
會
的
條
件
:0
影
響
を
艰
な
る
自

I
 

.
'

一：然
的
.條
仲
：o
遷

法

見

る

こ

。,^
は
識
冰
で
：あ
：
■る
^

、
#
^
^

と
こ
ろ
で
.

地
理
的
擐
境
を
脫
因
と
，»

做
す
以
上
は
、
そ
れ
は
結
果
た
る
經
濟
現
象
に
先
行
し
て
そ
の
地
域
に
存
往
し
な
け
れ
ば
な
ら 

ず
'

氐
つ
ま
た
地
理
的
硏
究
が
取
扱
.

ふ
と
こ
ろ
の
正
常
的
*

平
均
的
現
象
及
び
長
期
的
傾
向
に
對
す
る
原
因
た
る
以
上
は
*
固
走
的
な
性 

、質
を
特
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
環
境
に
就
，い
て
は
こ
の
點
問
題
が
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
も
と
.

ょ
り
自
然
環
境
も
變
化
す
る
。
そ
れ
は
外
两 

的
に
も
變
匕
す
る
し
、
外
商
的
變
化
を
伴
は
な
く
と
も
、
技
術
.

の.

變
化
に
基
い
.

，て'

實
質
的
に
.

變
化
す
.

る
，:°
然

し

乍

ら

自

然

典

全

：體

.
に

對 

し
て
人
問
が
银
ぜ
し
•

め
た
變
化
は
、
.

量
的
に
極
'

め
て
小
さ
い
も
の
で
あ
り
、
.自
然
的
過
程
に
依
つ
て
自
然
的
條
件
そ
れ
自
體
に
供
ず
る 

變
化
も
極
め
て
徐
々
た
る
も
の
で
あ
か
か
ら
、^

1
1

上
自
然
環
境
は
殆
ど
売
全
な
先
，行
性
と
固
定
性
と
、を
持
つ
と
宏
つ
て
ょ
ぃ
。
例
へ 

ば
氣
候
の
如
き
は
竿
々
に
差
異
が
あ
り
、
時
に
は
そ
の
差
興
が
著
し
い
程
度
に
i

ん
で
姐
作
の
主
要
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
，る
が
、 

泚
帶
氣
候
が
羅
帶
或
は
瓯
熱
帶
氣
候
に
變
化
す
る
が
如
き
こ
と
は
、.

實
際
上
そ
の
可
能
性
を
吾
々
は
無
視
し
て
差
閊
.

な
い
。

，I
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N
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w
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a
v

e
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:
l

v o

1
5>

は
過
去
'

に
於
い
て
氣
候
が
大
き
な
波
動
を
寵
い
：て
變
化 

し
た
：上
い
ふ
1氣
候
脈
励
說」

を
樹
て
、
そ
れ
に
蕋
い
.

て
文
明
中
心
地
の
移
動
を
論
じ
て
，居
る
が

(
「

氣
候
と
文
明」

間
崎
离
1|

1
_

'-
\

昭
_和 

十
三
华
耑
妓
文
鹿
版
、
第
十
一
丨

十
三
章
參
照)

.

こ
の
說
は「

非
常
な
る
反
對
に
出
遡
つ
て」

(

同
1
1
1

1

三
0

席
り
：、；
輿
1
:竊
象
學
客 

の
我
認
す
る
と
こ
5>
と
な
つ
て
居
な
い
と
い
ふ
.0c

s
.

o
r

o
k

i
l

v
.

o
p

v

D .
r

p
p
.，

100
6-
7.
參
照)

:
:

:さ
.：
て

然

：
ら

ば

社

':
#

環
境
％
固
定
性
と̂

行
::
1

§
は
ざ
ぅ
兮
あ
.ら
ぅ
か
。
先
行
性
妹
固
定
性
に
附
隨
す
る
の
だ
か
ら
■■
»
問
題
は
結
局
社#
 

.
環
境
0

茴
定
胜
如
：何
洚
い.ふ
6

と
.に
な
；る
\°
著
じ
^

. 

:
■ ' 

. 

.

.

.

.

.
 

.

-

-

‘
I.
.

:

.

.

:

.

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

的
條
件
©
^
に

は

斯

：か

飞

固

定

胜

^
十

分
$

t :
來
a
 

: .

會
韻
境
は
人
間
准
活
の
所
產
で.あ
.；
る

が

ら

、
；
：
そ

0

^
に
^
^
^

.社

會

的

諸

麓

：の
：中
：に
：は
か
な
り
逢
速
な
變
化
を
な
ず
も
の
が

.あ
る
。

殊

：に
么
：

'社
$

戰
繁
恐
慌
尖
地
霄
•
等
O'
如
き
大
規
模
だ
激 

「

動

の

過

程

.
に

^
る
：
場

合

に

：
は
-:
>
斯

か

ノ
て
，
作.用

し

：
1#
- ^
:ぃ
#

;̂
が

明̂

で
ー
あ
：
.
る

-'
0
>
.輕

濟

她

理

'
學

的

硏

究

は

« :
澈
：現
象
を
.そ
'の
：
芷

常

的
*
^
^

:て
納
究
對
象
と
す
る
：：の
だ
か
务
、
_

に
變
化
す
る
社
#.
的
諸
條
件
の
一
つ
一
つ
を
そ
れ
等
經
濟
現
象
の
環
境
と
し
て
取
上
げ
る
こ
と 

.が
讯
來
犮
い
_

同
時
^

ま
：た
斯
か
る
急
速
な
變
化
を
な
す
も
の
は
、
.特
定
の
經
濟
現
象
：：に
對
し
：て
環
境
と
.し
へ
で.作
用
す
る
±:
り
は
、
却

V 

'
 

...
 

'
 

V 

.
 

‘
 

-
 

-
 

. 

. 

-
 

■

0
.
:て^

の
經
廣
現
象
の
結
粜
^
;し
:̂
變
北
^
る
；も
の
も
少
く
な
い
.で
あ
ら
ぅO

.

斯
く
し
て
社
會
的
諸
條
伴
の
中
で
_ど
の
程
度
0
.固
定
性 

夺
持
^

^
の
：が

震

S

馨

海

H

看

做

さ

：れ
#

る
^
と
^
ふ
：
問

題|が
坐
*
る
;0
換
I

f
れ
te
-J
E
常
的
•
平

均

的

靈

-に
於
け
冬
經
濟
現 

象
及
が
そ
の
長
期
的
傾
向
馬
對
し
へ
て
環
境
斧
尨
得
る
が
爲
め
に
.は
、
ど
の
程
度
の
固
定
性
を
必
寒
士
す
：る
；'で
'あ
ら
：ぅ
か
。
こ
'
ば
結
局

に
於
い
て
硏
究
の
題
目
た
る
經
濟
現
象
が
、
如
何
な
る
期
間
に
於
い
そ
正
常
的

•
平
均
的
で
■あ
り
と
.さ
れ
.る
：の
か
、
ま
：た
如
句
な
る
期
間.

. 

,:  

■ 

、
 

- 

. .

-

■

,

 

,
 \ 

: 
.
 

\ 

■
 

.

に
於
ル
て
9

傾
向
が
長
期
的
倾
向
で
あ1

>
さ
れ
る
の
か
、
そ
め
期
間
の
長
さ
如
何
に
依
つ
て
き
凌
る
と
耷
は
ね
ば
な
ら
与
然
る
に
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.
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四
七
四)

-

.

こ
の
期
間
の
長
さ
は
夫.々

の
地
域
及
び
夫
々
の
經
濟
琪
象
に
應,^
セ
異
な
名
で
ぁ
ら
ぅ
。
何
と
な
れ.ば
經
濟
坐
活I

般
に
急
速
な
變
化 

を
示
1

つ
、
ぁ
る
地
域
に
於
い
て
、
.
.過
度
‘に
長
い
期
^

に
對
す
る
茈
常
的*
系
均
的
經
濟
現
象
を
取
摄
ふ
こ
と
は
、
正
し
い
認
識
に
到
達 

す
る
こ
と
を
妨
げ̂

。

他

方

餘

，
り

に

短

.期
間
•に
限
定
.す
る
こ
-
と
も
.、
季
節
的
變
動.そ
.の
他
：の.爲
め
に
、
正
常
的
狀
態
の
觀
察
を
闲
難
な 

ら
し
め
る
。
ま
た
農
業
水
產
業
の
諸
現
象
の
如
，き
、
；諸
種
の
社
會
的
要
因

'に
加
へ
て
自
然
的
要
因
：の
作
用
を
著
：し
く
蒙
る
も
<0
は
、
.鑛 

管
象
の
如
き
に
比
し
て
、.七

货

期

間

の
■

察
を
必
要
と
す
る
で
ぁ.ら
：ぅ
。
斯
く
し
て
地
理
：的
環
境
衣
る
に
必
要
な
!a
定

性

丨

特 

—

の
®

濟
現
象
と
關
_

を
持
冷
て
そ
(0
_地
域
の
&

然
的
及
ガ
社
會
的
條
件
；が
環
填
衣
り
得
态
が
爲
め
拉
そ
の
地
域
に
固
定
的
に 

.
な
け
ル
.ば
*

ら
ぬ
と
い
ふ
そ
の
固
定
胜
は
ノ
地
域
の.如
何
に
從
ひ
經
濟
規
象
の.種
類
に
應
じ
'て
厢
違
ず
る
0

:;-
:
:

〗

地
璉
的
環
境
め
漱
念
に
就
い
■て
■

明
か
に
し
て
置
く
べ
き

，點
は
、
地
理
的
環
境
の
：範
圍
を
，吾

：：

タ
が
そ：

の
分
布
狀
態
を
硏
究
す
る 

,と
と
ろ
©

#
定
現
象
土
直
接
的
な
.«
は
，重
要
な
關
聯
を
持
つ
.諸
事
實
に
限
定
し
な
け
れ
は
«
ち
§

と

セ

ぁ

；る:°
.即
ち
地
.理
的
環
境
は 

ー
方
.に
於
<
で
前
述
の
如
く
或
る
程
度
、の
固
定
管
持
つ
も
の
‘に
限
定
さ
れ
る
と
洪
に
、
.他
方
に
於
い
て
ま
た
斯
か
る
意
味
で
も
そ
の

輯

圍

が

：
限

定

さ

^

る
。
：地
理
的
環
境
は
特
定
現
象
の
分
布
に
對
す
る
原
因
士
1>
て
考
察
さ
れ
る
の
だ
か

.

.

.

.

. 

• 

- 

: 

■ 

• 

• 

. 

•

1 

• 

. 

: 

• 

' 

/ 

* 

. 

' 

f.

0

原
因
を
含
.ま
.な
い
^
で
ぁ
る
0
若
じ
も
.原
因
^
原
因
*
に
ま
た
そ
の
原
因
を
求
む
る
な
：ら
ば
、
何
等
か
ー
0
(0
現
1象
に
就
い
：て
吾
 々

^
硏
究
は
涯
の
な
ハ
範
亂
に
及
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
ゥ
然
し
乍
ら
單
に
道
接
の
原
因
の
み
に
限
定
す
名
な
ら
ば
、
軍
要
な
意
味
を
持
つ
關
聯 

を
¥
し
得
.な
ハ
場
合
見
生
じ
得
る
0 

:
從

0
.
:
て
.
.原
因
の
僚
.因
.を
.も
時
.に
は
環
境
0
範
圍
内
に
含
ま
し
め
ゐ
.必
要
が
.あ
る
。
例
へ
ば
一
つ
の 

要
因
が
：ニ
っ
以
上
の
原
因
に
對
し
て
共
通
の
泮
寒
な
原

&
と
な
^
て
届
る
場
合
夯
如
洽
で
ぁ
る
。

經
濟
地
班
學
的
硏
究
は
、
上
述
め
如
き
意
味
を
持
つ
地
理
的
環
境
.の
.經
濟
現
象
へ
.0
關
聯
女
考
察
す
る
こ
と
に
依
つ
て
* p

濟
現
象 

の
”
3

^

1分
布
懸
に
說
.明
を
與
へ
ょ
と
す
る
。
然
し
乍
ら
果
.し
：て
撕
か
る
考
蘇
.に
依
，？

、
‘ 

-J-

分Q
.

說
明
が
得
ら
れ
き
あ
ら
ぅ 

'
か
。

：

.

’

：

•
•
.
' : 

‘

一'

般
に
社
#

現
象
は
多
種
多
檨
の
要
因
の
複
雜
，な
關
聯
の
下
に
生
じ
て
來
る
の
だ
か
ら
、
經
濟
現
象
の
地
域
的
分
布
に
し
て
も
、
や 

は

り

如

數

の

要

因

，
の

德

1 '

な
孩
果
關
係
に
.依
つ
て
定
ま
る
の
で
- ^
り
、
.

ぞ
れ
に
對
す
る
說
明
は
、
如
何
.な
る
方
法
に
し
ろ
極
め
て
闲
難 

な
仕
祺
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
從
つ
て
地
理
的
環
境
-

に
依
る
說
明
の
方
法
に
も
、
種>

 

の
挟
.

翁
的
闲
難
を
伴
ふ
こ
と
は
明
か
で
あ
：る
が
、
，
 

そ
の
.

問
題
を
論
ず
る
1
先
立
つ
て
、、
页
に
根
本
的
な
ニ
三
の
問
題
に
觸
れ
て
見
た
い
と
思
ふ
0;
'
.

洗

：づ

第■
•©
调

.̂

;;
'
:
'
;.
«
的

環

境

が

人
»
^

‘

經

濟

活

働̂
離

れ
^
は
# :
在

ぜ.

^
»
?)
1
人

間
は̂
^
 

影.

響
を
：

P

受
す
る
の
み
•で
な
く
*

進
ん
.で
そ
の
遗
境
を
變
化•せ
し
め
，る
能
力
を
持
つ
と
い
ふ®
實
か
ら
坐
じ
て
來
る
。
元
來
經
齊
現
象
は

」

-
. 

/ 

■
 

-
 

-
 

;
 

.
 

,

:環
境
と
：<
間
經
濟
活
動
と
の
結
合
1
た
結
果
で
あ
つ
.て
-
環
境
は
經
濟
活
動
を
離
れ
て
.は
#
花
し
得
ず
、
經
濟
活
動
も
環
境
な
^
に
は
，
 

行
は
れ
方
い
0(

跬
ー」)

> 
吾
々
.社
硏
究
の
手
續
上
.斯
か
る
關
聯
に
あ
る
經
濟
現
象
と
環
境
と
を
分
離
せ
し
め
た
に
過
ぎ
な
いO

從
つ
て
顿 

理
例
環
境
祐
常
に
將
贫
經
尊
現
象
に
對
^

^
環
境
で
敎
-
评̂
相
對
妳
な
孩
衝
で
あ
ぬ
き.1
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地
现
的
礅
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論
の
諸
間
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a

四
七
六〕 

從
つ
，て
菩
々
は
先
づ
特
宛
の
經
濟
活
酖
が
如
何
な
る
饨
質
の
も
の
か
を
明
か
に
，し
な
け
れ
ば
、
そ
の
地
理
的
環
境
を
知
る
こ
と
も
出 

來
な
い
の
で
，あ
る
が
、
他
か
に
於
い
て
.人
間
は
、
受
働
的
に
環
境
の
影
響
を
免
く
る
'に
止
ま
ら
ず
、
他
の
坐
物
と
興
，な
つ
て
能
働
的
に 

撮
境
.に
變
化
を
^ ,
せ
し
め
る
こ
.

が̂
出
來
る
。
.：他
の
，坐
物
に
あ
つ
て
は
、
自
然
卿
汰
の
結
粜
と
し
て
頊
境
へ
の
受
働
的
顺
應
が
行
は
れ 

‘
る
ば
か
り
だ
が
、.
人
間
に
あ
つ
て
は
意
志
に
邀く

！？

極
的
な
’順
應
が
行
は
れ
る
。

(
E
r
i
?
w
,

 

Z
i
m
m
e
r
m
a
n
n
,

 

W
o
r
l
d

 

resources 

a
n
d

 industries
* .N

e
w

 

Y
o
r-r1

9
3
y

 .pp，
5
-
7
.

參
服)

斯
く
し
て
人
間
は
道
路
を
敷
設
し
運
河
を
別
盤
し
灌
慨
施
設
を
行
つ
て
、 

そ
の
經
濟
生
活
に
不
利
な
環
境
を
克
服
す
る
0
こ
の
場
合
自
然
環
境
に
變
化
が
與
へ
ら
れ
た
.の
で
あ
る
•が
、
他
方
に
於
い
て
低
品
泣
鑛 

石
利
用
.の
方
法
が
發
見
さ
れ
た
場
合
の
如
く
、
.技
術
'の
迆
步
に
依
.つ
V

&
然
環
境
の
意
_
が
變
化
す
る
場
合
も
あ
る
。
.ま
し
て
や
社
#
 

環
境
.に
於
い
て
.は
V
人
問
活
動
の
結
艰
と
し
‘て
變
化
を
坐
ず
る
こ
と
が 

一
#
多
い
の
は
茇
ふ
ま
で
も
な
か
ら
ぅ
0
:斯
く
0
如
く
堆
理
的 

環
境
は
人
間
活
動
の
紹
果
と
し
て
變

化

す

.
る
こ
と
が
あ
る
以
上
、
單
純
に
地
理
的環
境
か
ら
經
濟
現
象
へ
の
關
係
ゼ
觀
察
す
る
の
み
で 

は
、
十
分
な
.

が
得
ら
れ
やI

が
な
い
0.
こ
,
I

純
な
地
理
的
1

.

1
地
理
學
的
研
究
の
g

と
し
S

I

が
I

■
吾 

々

が

十

分

な

說

明

，
を

得
ょ
ぅ
と
す
れ
ば
單
純
.な
環
境
論
的
考
察
か
ら
更
に踏
み
出
し
て
.、
經
濟
活
動
か
ら
環
境
へ
、べ
の
關
係
を
も
絕
：ぇ
ず 

注
目
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
地
理
學
的
研
究
は
地
域
の
特
殊
性
を
探
求
す
るこ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
地
域
に
於
け
る

■

■•
:

'

 

 ̂

-
 

V

 

V 

■
 

; 

: 

.

.

'

つ.

、

.

.
'
•
;-
:.:
 

.

.

.

.

へ'

.

.

':
'
■

諸
現
象
»

分
布
狀
態
と
'

そ
の
原
因
と
を
明
か
に
し
ょ
ぅ
と
す
る^

の
_
.で
あ
り
、
從
つ
て
地
理
的
環
境
か
ら
：諸
現
象
.ベ
；
の

關

係

に

：
主

と

し
 

て
注
目
す
る
の.で
あ
令
が
、
斯
#

る
理
由
に
依
つ
て
そ
の
反
對.，
の

關

係

に

對

.し
，
て

名

注

意

.

.を
'柳

は

ね

ぼ
^

.

.

.

.
地
.理
的
環
境
論
の
第
ニ
の
間
題
は
、'
:
«兄

遼

述

^ ;
た
と
^
ろ
に
關
聯
し
て
居
る
。“
晋
々
は
經
濟
現
象
に
對
す
る
環
境
を
考
察
す
る

へ
の
^
亦
，：

.#
乂
の
'*
合
木
_
廿
る
環
境
論
;;
1

;

_個
.と
:«
境
；と
ま
哩
_

ぜ
為
>
そ
の
手
續
：に
含
蓄
；さ
れ
.て
屠 

ぺ‘そ
'
の:̂

-;
^

ヵ
.
1«
^

に
; ^
.
0
は̂
©̂

さ
.れ
^
い
.何
等

ヵ
.の
，
核

心

的

留

分

.を

持

つ

_と
い
ふ
，こ.
.と
.

で
.

あ
' ?
,

p

:

,

,

&
- x
f c

.環

境

.論

を
^
つ 

>て
し
■て 

は
遞
：■

,^
取

得

顧
.:
^

.

^
す̂
：々

い̂
問
顧
文
生
淨
：る
:-
<
5弾

ル
-^
そ

.0
部

分

は

結

.
局
^
間

ゎ

素
質
に
於
げ
る
地
或
的
差
異
殊
に
主
：と
し 

.て
认
顺
獅
ほ
至_
屑
的
.差
_
で
％
^

私

猶
_
域
-
浪
_
的
特
憲
の
中
に
、は
、
；；勿

論

_

境
の
差

少
く
な
い
こ
と
と
思
は
れ
る
.け
也
ど
ネ
、
果
し
ズ
そ
れ
等
特
徵
の
ど
の
部
分
が
斯
か
る
環
境
の
影
響
に
蕋
く
も
.の
か
、
と
れ
を
確
知
す 

る
こ
士
が
出
来
な
い
。
何
I

れ
ば
人
類 
一
I

I

元
說
f

だ
霞
さ
れ
て
な
いQ.

だ
か』

、
人
類
的
或
は
民
族
•的
特
徵
が
す
べ 

て
環
境
の
結
册
で
あ
る
か
、
或
は
'最
初
か
ら
異
な
つ
た
素
質
が
遺
傅
さ
れ
た
の
か
、
.い
.づ
れ
と
も
.斷

定

し

得

な

い

-(
0
で
あ
る
。
且
つ
ま 

た
後
天
的
に
獲
得
し
た
素
質
が
遺
；

g

さ
れ
る
か
否
か
も
、
ま
だ
證
明
1
れ
て
席
な
い
。i
從
つ
て
遺
傅
說
は
と
も
角
と
し
て
疆
說
は
、
 

そ
の
主
張
が
.

I

層
困
難
：に
な
る
.。
.

(soroMn, 

op. 

,
c
i
r
p
7 

;

そ
こ
で
世
淠
各
地
に
於
け
る
人
類
の
身
體
的
並
，び
精
神
的
特
微
か
ら
そ
の
.行
動
の
特
徵
ま
で
を
、
地
理
的
環
境
の
觀
點
か
ら
觀
察
し 

ょ

ぅ

，參

る

ラ

ッ

ッ
ェ，
ル
や
ド
*
一フ•

ブ
ラ
1
レ

ネ
或
は
セ
ム
-

プ
ル
'

流
の
所
謂
人
類
地
理
學
的
乃
至
人
文
地
理
學
的
硏
究
は
、
そ
の
債
値 

を
疑
は
れ
る
こ
と
に
な
る
O

C

註
三)

然
し
乍
ら
こ
の
場
合
で
も
、
自
然
陶
汰
作
用
を
通
じ
.て
嶺
境
が
人
秫
的
或
は
民
族
的
特
徵
の
孩
成 

♦

に

影

響

す

含

と

は

，

ひ

な

5

 

Q
.

マ

翁

か

ら

、
，
そ

Q

限
り
奐
い
て
地
理
的
襲
論
に
立
脚
す
る
人
類
地
置
ち
譲
的
に
は
可
能 

で
、あ
る
。
而
し
て
そ
の
場
合
に
は
、/

地
理
的
環
境
を
雠
れ
て
世
兆
各
地
に
於
け
る
人
類
，の
身
體
的
*精
神
的
特
徵
を
硏
究
す
る
人
類
學 

が
、
斯
か
る
意
味

,«
>

人
類
_

地
.

理
.

學
に
對
卞
て
来
礎
的
な
知
識
を
與
へ
る
。
こ
れ
は
.避
濟
地
理
學
に
對
し
'て
經
濟
學
の
成
艰
が
恶
礎
と
な 

. 

地
理
.的
環
挺
論
の
諸
問
題 

ぐ 

ニ
 

(

J

©

,

t
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c
r

四

七

：
八

)

、

.

っ

て
居
る
關
係
と
同
じ
で
あ
るo

.

即
ち
人
類
學
的
現
象
に
も
經
濟
現
.象
に
も
-
地
理
的
環
境
の
‘
.如
何
キJ:

問
は
ず
に
'#
在
す
る
そ
れ
自
體 

の
.木
質
が
あ
る
。.
從
っ
.て
吾
々
は
.こ
れ
等
の
現
象
の
本
質
を
明
か
忙
す
る
人
類
學
>
經
濟
學
^
ぺ
丧
，々
%

»
她
.理
學
'-
«經
濟
地
理
學
0
基

'

' * 

. 

- 

.

.

.

. 

- 

V 

_ 

,

1. 

,
*.
.•:
•
. 

.■
■•.
'
•
.

こ
‘
.
‘ 

r

.*
• 

. 
■
 
-
 
J 

.

.

.

.

. 

.

礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
.
、
に
も
她
理
的
韻
境
論
の
限
界
が
あ
る--
0
斯くして唔々姑地幽的環境於ら經濟響を

1 

明
か
に
す
る
爲
め
に
、
，經
濟
現
象
の
本
質
を
究
め
ね
ば
な
ら
ず

*
卫
つ
ま
た
經
濟
活
動
か
ち
地
雄
的
環
填"へ:0
逆

の

_

為

察

し

な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
乍
ら
そ
れ
に-%
拘

，ら

ず

こ

の

ニ

っ

の

g

界
は
、
地«
的

環

，境

論
.
に
‘立
脚
す
る
經
濟f

理
寒
的
研
究
に
致
命
的... 

打
！•
を
與
へ.
义
も
の
で
；は
な.S

。

- 

■ 

.

.■
; 
. 

:
 

- 

•
. 

-
'

'

:
註
1
1
1-,
經
濟
地
理
學
的
硏
究
に
於
い
.：て
^

:
人
植
的
.威
.は
民
'^
的

特

徵

.^
^
^
^ ̂

そ
れ
は
一
應
所
與 

の
%;
の
と
し
て
取
扱
は
れ
る
が
、
同
時
に
經
濟
的
及
び
そ
の
他
の
耍
因
に
依
っ
て
の
變
化
に
注
意
が
狒
は
れ
ね
ば
な
ら
众
い
0
然

し

乍

ら

-
<
植
 

^

及
び
辟
^

特

藤

^

-
爽
戴
住
が
消
賢
坐
蔽
に
齡
ル
ん
-
ぬ̂
か
版
彳
經
濟
亂
象
に
獸
す
る
環
境
^-
し
て
は
さ
じ
た
る
重
要
性
を
持
た
ぬ
ゃ 

ぅ
に
兑
ぇ
る
。
例
へ
.ば
#
入
植
及
び
路
族
•の
勞
働
心
及
び
努
_
能
力
の
如
き
も
、
.社
會
的
條
件
の
變
化
に
伴
っ
て
か
な
り
の
程
f

で
變
化
し 

、

得
る
こ
•と
は
、
四
.阿
弗
利
加
及
び
關
領
束
印
度
に
於
け
る
土
人
農
業
の
發
展
が
こ
れ
を
明
白
に
示
し
て
居
る
。
他
方
に
於
い
•て
自
人
と
-.
ダ

r
. 

の
、知
能
の
證
興
が
多
•く
の
硏
究
赍
に
依
つ
て
實
證
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
の
差
は
む
し
ろ
小
さ
い
.%
の
の
如
べ
で
あ
り(Sorokin, 

o
p
.
: 

Cit.,,pp.

- 

2
9
3
-
2
9
8
.

參
照
し
し
か
も
こ
の
差
が
す
べ
.て
兩
人
_
木
來
の
.知
能
.の
差
'に
鬪
す
る
と
は
斷
定
し
.得
な
い
の
で
あ
_る
。
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 ̂

 ̂
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■
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バ
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柄
澈
.變

的

_

_
货
#
:ぃ
.が
^
絮
へ
：ば
.
V
:地
理
：^
摄
繼
論
_
漯
地
:#
地
囊
襻
：的
_
氕
の」

正
孓
如』

_

ヤ

ぁ

事 

を
と
っ
て
も
斯
か
る
限
#
の
あ
る
こ
ど
を
免
れ
得
な
.い
か
ら
で
■あ
る
。
人
類
地
理
學
的
硏
究
，も•

地
理
的
環
境
.の
影
響
を
過
大
視
す
る

.,

--
-ニ
.
-
.
. ... 
ノ 

• 

: 

.

.

.

. 

- : 

- 

- 

V

.

.
;

.-

.

と
と
な
く
、
且
つ
ま
た
人
類學

..

の
成
烘
に
基
礎
を
置
く
な
ら
ば
、
地
理
的
摄
境
論
の
.

見
地
.

を
と
る
こ
と
が
最
も
芷
し
い
：と
：思
は
れ
る
10
:

■:
'
.

こ
：\

で
：：吾
及
は
地
现
的
環
境
論
の
最
も
根
本
的
な
問
題
.

に
觸
れ
，る
.こ
と

に
な

，
，る
。
即
ち
地
现
的
環
辕
論
#
立
場
が
果
レ
て
職
し
い
か
否

#
.0:
歷

か

あ

る

。

’

. 

.

、.
 

' 

*
.
.
.
•
、
.：

• 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

そ
：磁

.：理

瑪

：硏
究
^;
覺

驗

：̂
; #
い
%

: «
々

:#
地
處
的
環
境
：論
^

.て

.環
境
.に
茁
點
を
蹬
い
た
如
^
に
他
-な
ら
：な
V

O
從

つ
て
# :

の
立
場
を
と
4
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
機
能
•
.有
機
體
の
：

：

い
グ

れ

，
か
に
重
點
：を 

磴
ぐ
か
'
ざ
も
な
け
れ
ば
こ
れ
等
三
脔
を
同
位
•
同
格
と
靑
做
す
か
で
あ
る
。
最
後
の
立
場
は
別
.と
，し
て
他
の
三
つ
の
：立
場
は
^
.づ
；れ 

も
前
述
し
た
地
理
的
環
.境
，論
，の
場
合
と
同
じ
性
質
の
限
界
を
持

つ.こ
と
に
な
る
で
あ
ら

ぅ

0,
#

し

環

境

•
^
能

忐

撒

體

は

这

你

ー

體

を
 

な
す
が
淑
に
、
そ
の
.

一

つ

ば他
の
二

つ

.
，
に
影
響
を
與
へ
る
と
业
ハ
に
、
そ
れ
等
か
ら
も
影
響
を
.與
へ
ら
れ
る
の
1?
あ
.ふ
0

/■
■-
 

■

と
こ
ろ
で
地
现
學
は
諸
現
，象
の
地
域
的
八5

布
を
硏
究
對
象
と
す
’る
。
そ
れ
は
地
域
的
差
興
が
菩
々
の
注
意
を
惹
く
か
で
あ
.る
-0
換 

一|

:¥
:
_视
翦
現
象
；の
:#
地
：
域

略̂;
提
げ
备
差
異
応
腐
舁
し
"

^
れ
：-
^
明
1>
.

論
#
し
：あ
を

.

へ.

の
現
象
：が
.

地
域
を
異
に
す
^ '

に
伴
つ
.

て
稷

.々

の
相
違
を
示
す
と
，

S

ふ
琪
實
、
換
言
す
■

れ
ば
地
域
の
.

相
違
と
# .

地M

に
、
於^:
る

諸

現

象

の 

-

相

違

：お

：
の

.

拙
の
相
關
々
係
に
、
苔
'々 

は注
！：！！

す
る
o 
.
そ

と、で
■

そ

の

相

關

々

，
係

|:
-
,

以
> )
.
:

て
.

因
.

果
關
康
を
：示
す
.

も
：办
^

1>
::
て
候̂

即
ち
環
境
に
他
な
ら
な
い
の.で
あ
る
か
ら
-
.
そ
こ
で
右
の
三
位
ニ
•體
を
な
す
三
要
因
の
ぅ
ち
環
境
运

.重
：點
.が
.置
か
れ
る
と
ど.
.に
な
る
。 

こ
の
地
理
的
環
境
論
の
立
場
を
と
る.こ
.と
が
芷
し
い
と
耷
ひ
得
る
の
は
、
勿
論
右
の
假
說
の
當
否
か
ら
で
は
な
：い

0:
地
或
と
.そ
こ
に
於

呔
•

現
象
の
_

叢

と

焉

に
_

何
1

因

果

關

裳

ぁ

；

.る
_

:

_
右
.

^

^蜜

し
'ぃ
_

^

'
:
■
理

的

環

激

論
©
.諸

.
問

声
 

. 

'
■:
:ぐ
.
'
.
.

.

:

.
 

:

-

三
.

ぺ
2
.
:
:
四
'七
九

)

.



■
地
理
.
的
環
一
境
諭
の
諸
間
輝

 

一

四

c
m

八
0
>

分
泪
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
、
で
は
唯
斯
く
の
如
杳
假
說
に
到
達
し
た
道
程
に
誤
り
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
依
つ
て
、
地
理
的
辕
境
論 

の
.見
.地
を
疋
當
づ
け
る
こ
.
.と
が
出
.來

る

.-
-0

.-

.

.

:
 

' 

,

斯
く
し
て
地
现
的
環
境
論
以
外
の
三
つ
の
立
場
は
、
地
理
學
的
硏
究
に
關
す
る
限
.り
い
づ
れ
.も
正
し
く
な
い
。
若
し
も
有
機
體
I

 

こ
の
場
合
で
は
即
ち
人
問
—

，に

重

點

をft
く
な
ら
ば
、
地
域
的
差
異
に
對
す
る
說
明
は
主
と
し
て
遺
傅
學
•進
化
說
に
據
る
こ
と」

に
な
： 

り
、
恶
し
む
機
能
—

こ
の
場
合
で
は
即
ち
諸
種
の
人
間
沿
動
—

に
重
點
を
置
く
' ^
ら
ば
、
說
明
■は
主
と
し
て
人
間
活
動
の
諸
分
野
' 

に
就
い
て
の
夫
々
の
學
問

例

べ

ば
經
濟
學
•
政
治
學
•社
會
學
•
心
理
學
•等
に
據
る
こ
と
に
.な
り
、
い
づ
れ
の
場
合
に
も
環
境
對
諸
現
象
ノ 

の
.關
係
|:
':
明
か
に
す
る
こ
と
に
は
貢
敝
し
得
る
け
れ
ど
-'
%
:、
地
理
學
獨
自
(D
'
研
究
領
域
が
地
域
的
分
布
現
象
に
：あ
る
'こ
と
.を
忘
れ
た
も 

の
と
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
り
乍
ら
地
理
的
環
境
論

'の
見
地
に
於
い
て
も
、
上
述
の
如
く
諸
現
象
か
ら
環
境
へ
；.の
關
係
及
び
諸
現
象
の 

本
質
に
就
い
て
考
察
を
必
要
と
す
る
.の
.で
、
そ
の
點
に
於
い
て
.環
境
•機
能
*有
機
體
の
三
者
を
同
¥

同
格
^,
取

极

.
ふ

立

場

に

事

實

上
 

^
で
來
る
。
^
し
そ
^
と
同
じ
で
な
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
.も
な
か
ら
ぅ
0
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ

©
'

「

交
互
作
用
の
理
論」

は
4
こ
の
舊
形
で 

あ
.る
0

#
は
摄
緣
と
.

「

楚
濟
ず
る
人
間」

と
.0;
.間
の
交
5:
作
用
を
說
.ぐ
の
で
あ
る
が
ノ「

馨

す

る

.人
|_
;
と

樣

苫
■
の

款

味

(

で

あ
P
、
.
交

瓦

作

用

と

は

?-
'
^

.

.
:
* 

•
 

* 

• 

•.

蓄
す
る 

o 
作 Br

u
n

o;Dietrich> 

w
, s-

3
5
,

參
照)

勿

論
環
境
^
機
雙
有
機
體
の
三
、要
因
は
，
'そ
の
い
づ
れ
も
他
に
對
し

て

# :
.に

大
な
る
重
要
性
を
持
つ
と
は
云
へ
な
.い
0

吾
々
が
®
境
に
©

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. ^
 

,
 

,
.
.
.

點
を
置
く
の
は
上
述
め
如
き
地
理
學
的
硏
究
の
.發
足
：點
■が
然
ら
し
む
る
の
で
ぁ
0
'て
> 
こ
れ
等
：の
.間
に
於
け
る
相
互
的
關
聯
或
は
デ
ィ

丨
ト
リ
グ
ヒ
わ
所
謂
交
茏
作
用
金
認
め
乍
ら
も
、
摄
境
：か
ら
現
象
；

へ
.：

の
關
聯
を
考
究
ず
そ
^

. 

:
■
一
人

地
'理
的
環
境
と
.經
濟
現
象
も
の
關
聯
は
、■■
:
と
れ
等
兩
者
そ
鞲
成
す
る
龜1

の
^

素

が

顏

ぜ
^

關
聯
か
ら
求
<>
て

從

.つ
て
そ 

れ
を
正
確
に̂

^
す
.名
^

と
^

ば
大
な
务
羅
が
伴
真0
|そ
れ
；に
就
い
；て
以
下
疋
少
し
く
述
べ
た
い
と
思
ふ
？

先

つ

こ
0

_聯
が
如.何
把

複

雜:̂
あ

る

：
か

：
に

就

い

セ

：
は

/:
'
^
 ̂

に

侬

っ

.
て

大

體 

明

か

：
で̂
る
と
.思
.ふ

：
が1̂1 、

歷
具
^
§
:̂
そ
'れ
を
明
か
に
き
る
爲
め
、
-«
泛
|
导

v
a
n

 

v

:l
e
l智

；

rg, 

E
c
o

-yo
m
i
c

 

a
：n
d

 

s
o
c
i
a
l

な o
g
r
a
p
h
y
.

 

N
e
w

 

Y
o
r
l
c
,

 

1
9
3
3
.

 

p
p
.

 

1
-
1
1
.

か
ら
、
；
こ
れ
等
の-^
理
學
者
が
吔
现̂
 

環
境
の
諸
要
素
を
護
謨
の
場
合
に
就
い
て
例
添
し
て
•居
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
見
るo

::

幽
謨
M

.
の

地

文

的

諸

：
要

：
因

：

(

即
ち
#
'々
の
場
合
：で
は_
然
環
境
；.

の
：：

ラ
^
無 

そ
0

栽

培

地

決

定

：
に

最

も 

'
大
な
名
.力
を
持
つ
も
の
は
氣
候
で
あ
る
。
獲
箴
は
ゼ
.〇
槌
以
上
の
植
物
か
ら
採
取
さ
れ
得
る
が
、

へ
‘ヴ
ェ
ァ
樹(

パ

ラ

ー

藤

謨

の

樹

)

.#
現
へ 

在
ま
で
の
^

こ
‘ろ
; ^
も
荷
用
で
，あ
り->
こ
.れ
に
は
四
季
を
通
じ
て
常
に
八
〇
度
近
邊
の
氣
溫
と
一
年
約
一
〇

0

吋
の
雨
ft
と
を
.持
ち
長
. 

期
：S

S

為
い
氣
候
が
適
す
るo
'平

均

氣

溫

が

，
一

ケ

月

で

も

七

〇

度

.
以

下

に

下

る

と

旺

盛

な

成

育

が

g

ま
れ
、

一
• 
ニ
ケ
晶
雨
量
が
， 

,
マ
ダ
月
：

M
-
r
-
i
l
l
#

以
：T
に
減
じ
：た
場
合
；に*

天
打
解
を
蒙
；
^
^

曝
方
'に
属
出
さ
：

歎
； .；

印

度

支

：那

带

慶

：霸
®

麥

比

樣«

!
:'
:
*:
;̂

1
ギ
 

她

.:
:
>«

屯
^
_

哩

^

«

#

,

_

繁
::
.
'
;
-
;

;#
の

^

あ'-
»

際

栽«
^
行

は

れ̂

地
理
的
環
境
論
の
諸
.問
題

'

1

5:(

ー
四
八
1)



:
■
:
'
 

:
:
.
: 
:

'

.

「

,

:

。

:

.

;:
2

 

ハ
::
;

.

..•
ル
華
そ..の
他
に
於
け.
る
：極

め

て
..狹
少

，

.
な

地

，域
..に
過-
き

な

い0
ぐ
':.
.
_, 

...........

: 

一'

h 

:
し
氣
候
が
固
4
て
罟
0.
'
节
&
實

醫

_
讓
栽
培
0
鈐
は
れ
.て

居

な

：
い
_

域
の
^

.所
が
多
い
o
-
.
地
形
は
先
4
第
三
.の
地
文
的
要
因
.で
あ
る
土
峰
へ
の
そ
の
影
響
を
通
じ
て
、：.

麗

栽

.培
這
要
な
關
聯
を
持
.：つ
0 ■

载
し
護 

/■
謨
樹
七
'と
0
.
:
て
'
§
が
成
熟
期
0.
,土
.雖
妨
、
_

.に
の
み
觅
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る

。

斯
か
る
場
所
で
は
雨
に
依
つ
；て
，十
；雛
が
流
出
す
る
が
、

そ

れ

.

は
地
表
面
の

植
物
被
の
爲
め
、に

極
め 

_

徐
>
:と
1.
'
が
行
は
れ
*
、
—

下
0
岩
盤
板
ジ
薪
ね
^
主
壤
^

表
に
は
常
に
.成
熟
期
•の
土
壤
■

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
反
し
.て
急
傾
斜
地
で
に
靈
の
流
出
の
爲
め
^:
斯
か
る
土
雛
が
得
ら
れ 

.

.ず
、
ま
だ
平
担
地
に
於
い
て
は
、
雨
の
爲
め
土
雛
の
含
布
す
：る
.榮
齊
素
'が
溶
脱
■し
去
つ
て
老
廢
土
壤
が
地
表
に
淺
つ
て
居
る
し
、
吏
に 

.
:
'ま
た
膨
々
洪
尤
を
見
各
沖
積
乎
.野
；に
於
^
:て
_

碱
水
後
冬
雨
0
爲
め
^
«:
乂
過
多
(0 

.涉
せ
ず
、
從
つV

,

古
い
土
賧
も
新
し
き
土
孃
と
：同
様
に
榮
養
素
の
可
溶
性
が
過
少
で
あ
る

。
.

地
形
は
こ
の
他
に
晃
種
タ
な
名
意
味
で
童 

要
な
る
影
響
を
持
つ
。
，前
述
の
如
き
傾
斜
地
は
浸
水
を
防
ぐ
し
、
そ
れ
が
貿
易
風
ま
た
は
季
節
風
に
向
つ
て
位
置
す
.る
場
合
に
は
>
他 

’の
場
所
ょ
り
も
规
則
正
し
い
降
雨
が
あ
る
。
m
.一
一
一
に
は
.運
送
上
で
も
沼
澤
地
或
は
洪
水
の
障
碍
の
な
い
點
で
平
祖
M

に
優
る
場
合
も 

.;
■あ
る
。
货
に
第
四
に
は
斯
が
る
綏
傾
斜
鄉
は
停
滯
し
た
水
が
な
い
爲
め
に
マ
ラ
リ
ァ
，
赤
痢
。等
の
危
險
が
.少
い
。：

:;
-:
.
:
:

•
'
:
第
四
0
地
文
的
：要

因

；

^

^
對
す
る
位
置
で
^
冬
:0
0

:即
^

«
の
；如
；き
^

^

^

さ
私
た
議
謨
は
：そ
60
大
部
分
が
輸
出
洚
れ
焱
ぼ
办
ら
ぬ
。
從
令
て
最
も
低
廉
な
輸
送
路
龙
石
海
洋
に
近
く
護
識
國
が
分
葙
す
名
こ
と
が

.

.

.

.

.

.

. 

: 

. 

.. 

' 
.
 

‘.'
•■-

.

有
利
で
f

 
0; :.

へ

：

-
ゥ
 
く
；：

..

.
:
,
, 

v

 

: 

'

第
五
に
.は
主
.要
貿
易
通
路
に
對
す
る
位
置
.が
重
要
.な
關
聯
を
游
つ
タ
即
ち
斯
か
る
通
路
に
近
接
す
る
場
合
^

^

ャ

容

^

に

船

便

を

锝

 

ら
れ
一
る
點
：
で

有

利

.で
あ
る
0(

英
顧
馬
來
及
び
蘭
領
印
度
は
、(

龙
大
な
人
:«
を
持
0
:̂
:
;
_
^
皿

の

賛

鲁

路

：に

當

が

に

反

し

茨

^̂

ジ
ル
河
：ロ
の
護
镇
積
出
港
。八
ニ

7
や

西

阿

弗

利

加«>
.諸
港

ぼ

、
：
斯

か

石
重
要
貿
扃
路

：：

に
當
づ̂

居

な
_い
.'.
-
-
0
加

ふ

：る
に
重
耍
貿
易
路
に
當
る 

地
方
は
- ^
明
國
人
.の
寄
港
す
る
者
が
多
く
、'
#
.つ
.で
.そ
0
地
方
0
事
情
が
比
較
的
：に
ょ
く
知
ら
：れ
る

こ

と

に

な

る

0
,そ
の
結
果
文
明
® 

.人
の
投
資
を
議
W
し
.易 

'

.

.'
■

,

'

更
に
次
の
如
ぎ
經
濟
的
諸
要
因
が
護
謨
栽
培
地
分
布
の
决
定
に
作
用
す
名(

過
犬
の
生
産
が
行
は
れV
、ば
價
格
が
俄
落
し
採
算
が
と
れ
なく 
f

私

^

廣
大
な
適
地ヾ
が利
用
さ
ft
史

に

譬
^

は
勞
働
CD.
供
給
で
あ
るo 
'護
謨
栽
培
^
は

忍

耐

：カ

あ

り

誠

實

勤

勉

.
に
し
で
低
廉
な
勞
働.を
^
要
と
ず
る
が
、
.
人
種
*
訓
練.•
氣
候•
健

康

'
の 

如
何
に
從
ウ
て:

他
界
备
地
§
住

揭

は.こ.
れ
#
の
資
格
を
種
：々

異
な
る
程
度
で
具
備
し“て
居
：る
。■
南

米

の

ィ

ン

デ

。
ィ

ナ

.
：ン

は

最

劣

等

の 

勞
働
者
で
あ
り::
>

阿

弗

利

加

黑

.入

は

賴

キ

ご

れ

め

勝

名

が

、
最

優

寒

勞

働

箸

は

馬

來

及

が

蘭

印

地

タ

の

±

人

及

び

支

那

人

移

^

で

あ

る

。 

ま
た
®
細
®
勞
灘
者
ほ
i

數
も
非
常
に
多
い
；
I
:
れ
等
勞
働
：に
關
す
る
事
情
は
、
同
地
方
迄
現
在
の
如
き
盛
大
な
護
議
栽
培
業
を

^ . 

布
B

冷
る
强
|

理
■

な
る
o:
;第

一
二
：■

濟
的
要
因
■

ち
^
某

：ヶ
で
は
良
地
が
來
作
に
使
用
さ
れ
ル
か
奴
人
：ロ
が
滴
密
で
あ
る
爲
め
、

.
食
料
の
生
產
が
む1>.
ろ
不
足
じ
て&
各
0;.
從
つ
；て
同
：. 

島
內
多
數
0
火
；3.
々
雜
に
於
げ
る.
最
適
狒
%;
使
用
さ
;̂
求
に
居
石
：%:
'
0
が
多
く
、
來
报1
適
1 .
:
な
：い
土
地
が
主
と
し.て
使
用
さ
れ
、
最

:

.

地
.理
；
的

璜.撺

論
0;
諸

間

羅：：

' 

,

'
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c

m



:

v:
-
''v
■

1:
:

農

_

農

一一
：.

观
 
一；
■:
:

i
:
.
:
:
.
:
.

.

:

'

”：'ハ
：
':一
八:

' 

(
1

■四
：
i

 - 

最

_

3

_

_

_

_

_
餐

疆

_

襲

_

側
瓜
_

も
多
_
督

慮

弋

^

政
&
内
要
因
も
饑
_
栽
培g

Q

分
布
に
大
な
る
影
響
を
及
ば
す
。
そ
の
最
も
主
要
な
石
も
の
は
、
馬
來
及
び
覆
印
度
が
夫
々
英
國 

.及
*
和
蘭
.の
猶
民
地&.
る
.事
»
で
'ぁ
る
。
即
あ
こg

政
治
.的
要
因
が
、
^
れ
等
富
裕
な
國
民
?:
-
し
.て
投
.'«
を
«
ゆ
し
办
る
重
要
な
ヵ
と
. 

暴

^
祖

據

，
の

で

ぁ
"る
。
こ
れ
に
反
し
.ブ
ラ
，ジ
ル
は
現
在
で
も
革
命
的
動
亂
の
反
復
ざ
れ
る
國
で
、交
簿
0
便
*勞
働
ヵ
0 .
:
十
分
な
供 

綠
取
«
に
私
0
ぢ
と
1>
て
.も
、
恐
ら
く
馬
來
及
び
蘭
領
印
度
ぬ
於
げ
る
が
如
き
護
謨
栽
培
妓
發
展
を
見
各
こ
と
’は

困

難

货

ぁ

ら

ぅ

。
：

」 

i::

■
.
が

即

ち

麗

坐

產

地

分
■

.

■
的
奮
で
ぁ
る
が
、
广

ン
.
.テ
ィ
ン
ト
ン
及
び
そ
ぬ
共
著
者
達
は
、
.■次
昼
謨
加
工
養
び
同 

製
f

業
I

I

論

じ

、
福

蒙

爲

め§

加
エ
：は
生
產
規

：

地
：
で
行
は
れ
る
”

W

4
事

實

气
*

と
t

消
費
地
|

.
枣

熟

練

篇

ヵ

供

給

の
- #
無
か
.

|

と
翳

鰲

濟

地

逾

參

諸

關

係

霧

^:
げ
、義

0

用
途
_

大
養
の
経
會
的
意_

場

大

ゼ

、
名

れ
§

:

が
南
來
.含

他

の
±

人
の
生
淸
に
及
ぼ
し
だ
影
響'
例

べ

ば

白

人
0

護

謨

貢

出

人

に

：
依

る

：
土

人

：

.

0

へ

:

¥

こQ

镄

對

_

織

>
趋

雾

，

樹

嘗

知

V

例
^
^

-

十
世
紀
に
人.
读
て
；需
製
0
增

憲

^

'は
社
會
環
境
i

:要
素
と
考
ベ
ぢ
れ
る
し
 

>
.需

要

に

就

：
ぃ
|
て

は

そ

の

增

大

が

原

產

證

へ
ら
れ
以
ば
な
ら
ぬ
-

^
名
れ
匕

.%
拘
ら
ず
此
較
1

單
乍
ら
環
境
占
經
濟
瑰
象
と
の
_
聯
の
獄
雜
さ
を
示
し
セ
居
り
>
し

.
か

も

經

濟
 

地
蒙
的
硏
究
に
は
如
何
に
务
商
的
考
■

重
要
で
あ
る
か
を
よ
く
承
し
て
.吳
れ
る
テ
而
し
て
地
理
的
摄
境
論
ぬ
^
^

學
的
硏
究
<2
>

第
ー
.

0
困
難
|

亦
英
^

多

面

的

考

察

：
へ
0
要
求
：に
存
す
る
と
袞
へ
‘

る
で
あ
ら
ぅ
0-
:

義
し
そ
れ
.

が
爲
め
に
は
先
づ
極
め
：て
多 

方
蚶
0
知
識
を
必
耍
と
す
る
か
ら
‘

で
あ
る
0
吾
ん
は
先
づ
護
謨
樹
の
生
態
に
就
い
て
芷
確
詳
細
な
知
識
を
特
た
ね
ば
な
ふ
ぬ
パ
加
ふ
石 

に
/ '

右
の
例
.

で
は
見
落
さ
れ
て
居
た
が
、

へ
ヴ
ヱ
ア
樹
が
何
故
主
要
な
地
位
を
占
め
て
息
る
か
を
考
へ
る
爲
* .
:

に
.

は
、；
他
2>
謹
謨
に
就 

い
て
も
靜
細
に
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
同
時
に
護
_

の
用
途
.

に
就
い
て
も
-

或
は
ま
た
價
格
•

採
取
方
法
•

栽
I

T 4
Q

.

企

業

珍

態

，
政
.府

當

浔
 

そ
の
他
に
依
る
蠢
赦
制
•

そ
( O
'

‘

他
多
方
面
に
わ
.

た
る
知
繋
要
求
，さ
れ
石
。'

こ
.れ
等
は
す
べ
て
バ
ラ
議
生
產
雪
也
方
的
分
布
と 

密
接
に
關
聯
す
る
事
實
た
力
ら
で
あ
る
.0
他
方
世
琢
各
地
« >
.

氣
候
*

地
形
>

土
壊
*

等
を
も
知
&

_

ね
.ば
な
ら
ぬ
.?
:

.

と
は
12\

ぶ
'

ま
で
も̂

ハ
0 

.

こ
れ
が
爲
め
に
吾
々
は
、.

と
も
す
れ
ば
.

不
十
分
な
資
料
か
ら
覃
な
結
論
を
下
す
危
險
に
曝
さ
れ
る
'

。
例
へ
.

ば
.

自
己
の
假
說
f

つ 

て
都
合
の
ょ
い
資
料
を
見
出
す
と
、
そ
れ
以
上
に
資
料
を
衆
め
る
々
と
を
せ
ず
、•一

一
三
の
例
を
以
つ
て
自
己
の
假
說
を
實
證
じ
た
と
考 

へ
，る
'
.が
如
き
.

で
あ
^

.

0.
,

而
し
ぜ
.

こ
の
資
料
の
不
足
ゆ
、
吾
々
の
單
怒
る
不
用
意
か
ら
生
ず
る
だ
け
で
：な
く
、

一
 

般

に

諸

科

學

進

步

の

.不 

十
分
さ
ヵ
ら
も
生
ず
- ^

可
能
性
が
あ
.

る
0 
.

モ
ン
テ
ス
.

キ
，r

は
そ
の
d

.n
>

-

J

w

g

p
- a
-

贫

J

&

.^
4
8

.
(

富
¥

俊
_

^

「

法

(0
.

精
^

1-
':号 

波
文
庫
版
、
.

上
卷
第
十
四—

十

八

屢

照

)

に
於
夂
て
、
氣
候
及
び
土
駿
の
如
何
が一

國

Q

法
制
を
決
定
す
る
•

所
以
を
崎
じ
た
が
”

 

に

と.
.つ

て

は「

氣

候

は

唯

一

つ

の

意

味

し

か

持

た

な

.
い

0
、即
ち
氣
溫
を
意
味
す
各
の
.

み
で
.

あ
.

る

。
氣
候
は
暑
い
か
或
：は

替
i

は
溫 

和
か
で
あ
る
。
.

(

中
略)

彼

は

大

膽
. £
$

(

第
十
.

七
，篇
第
七
：章 

>

:

『

阿
弗
利
加
は
、，
迴
細
^

^

南
部
と
崗
檄
.

な
氣
險
：で
宓
< >

.

^

H

嵐
沏
の
下
に4

る』

今

然

し
-

乇
ン
テ
ス
ヰ
ユ
ー
，.

の
眼
に
映
ず
る
、3{

1
細
别
南
部
の
氣
候
上
の
時
色
は
何
か
。
現
往
で
は
吾
.

.々

は
© '

ら
：
 

湯

量

を

思

ひ

，
ま
た
季
節
風
と
い
ふ
偉
大
な
調
盤
的
•

育
成
的
現
象
を
思4

?

モ
シ
テ
ス
キ
ユ

1
と
し
て
.

ほ
、.

：中

は

り

瑪

に

『

霞

』
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を

蟹

Q

みで
南部

®
細S

は
非
常
な
暑
い
地
方
で
H

阿
弗
利
加
も
同
様
に
暑
い
地
方
で
あ
る
。
彼
の
分
析
は
..こ
れ
以
上 

)
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p
、
9
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而
し
て
こ
れ
は
彼
が

發

€>
:
.時
代
0
科
學
盼
議
に
一
步
览
ん
ず
■る
こ
と
が
出
來
な
か
づ
た」

(

同
所)

.

.か
ら
.で
あ
る
o
:斯
く
の
如
く
地
理
學
的
硏
究
が
援
用 

じ
^
ぅ
と
ず
る
他
ひ
羅
問
の
成
果
が
未
熟
で
あ
各
場
合
に
は
、
困
_
は
最
も
大
.き
い
。
然
し
乍
ら
諸
學
間
も
や
は
り
同
様
な
困
難
を
持 

^

の
ぜ
如
つV

、
さ
れ
ば
こ
そ
そ
の
間
の
協
力
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
.

ナ
4:
^
唯
ら
荀
#

%
結
；̂

节
^
危
險
は
::
'
:
'
>
_
な
る
蒙
料
ぬ
不
足
^
ら
起
?
る

ム

崗

時

"
巧

1-
に

沈

パ.て
の
下
し
い
理
論
を
特
た
ぬ
場
合
•に
も
超
こ
る
。
自
然
環
境
-の
社
龠
現
象
に
及
ぼ
す
影
響
を
過
大
視
す
る
人
々
の
如
き
は
そ 

o

w
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
自
然
環
境
の
社
#
現
像
に
對
す
る
I
接
的
影
響
の
み

な

ら

ず

、

問
接
的
影
響
を
も
過
大
視
す
る
こ
と
か 

ら
多
く
坐
じ
て
居
る
。
然
る
に
.ソ
ロ
キ
ン
も
指
摘
す
る
如
く 

(
s
l
k
i
n
,
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p
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C
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1
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八
な
_

然

現

象

が:»
.な

る

社

會
 

»
象
を
逋
1;
:
て
M
に
C-
-

^
る
社
#
現
象
.に
影
響
す
る
場
合
、
そ
.こ
.に
當
然
»
自

體

の

.
影

響

も

併

せ

て

及
ほ

さ

せ

る

從

‘つて

自
然
現 

康
と

の

關

雜

が

間

換

的

に

，
^

れ
ば
な
’る

程
、
中
問
.の
諸
社
會
現
象
の
影
響
が
大
き
く
.な
夂
遂
に
は
自
然
現
象
の
影
響
は
：そ
の
■痕
跡
を 

0

^

$

$

斯
く
し
て
自
級
環
壤
ひ
間
接
.の
影
響
を
論
ず
る
こ
i
.は
極
め
.て
危
險
で
あ
る
0
，
モ

シ

デ

，
ス
：

t

.

rや

セ
X

ブ

ル

等

の

■
設
も
：

證

W

は

、
.：
每
の
源
I

汔

發

位

て

藝
-;
°

斯
I

技
術
的
困
難̂

^

.瑰
象
の
分
很
攝：

と
直
接
的
な
乃
垄
は
重
婆
な
關_
を
持(

つ
^:
ぬ
ろ
の
自
然
及
び
社; #
現

--
«

に
眼
楚
ず
べ̂

が
な
#

誤
は
*

1

.づ
：に
は
社
會
現
象
相$
間
.證

聯

を

茈
^
 ̂

と

を
- 1
思
味
す
る
が
、
.社
會
現
象
は
相
互
間
に
極

ぬ

て

複

雜

な

關

聯

わ

持

-)
が
、故'ゆ

、

そ

れ

：
に

雖

；い
：
で

班

1>
;
い
现
論
を
禅
た
な
け
れ
ば
、
そ
れ
等
社
會
現
象
加
ら
'成
る
'社
^
環
境
を
明
か 

に
す
る
匕
と
か
出
來
な
^
ァ
同
樣
な
意
味
で
自
然
現
象
相
^
間
^
關
馨
を
十
分
に
理
解
し
て
居
る
く
と
が
^

^

ぺ
斯
く
の
如
く
十
分
な
硏
究
資
斯
ぬ
撒
る
多
祖
的
考
察
が
：、
.自
然
現
象
と
膨
會
現
鍊
巷
§
_
撕
^:
:
肋
#:
;

現

象

相

瓦

.間

及

び

自 

.瓦

間

の

：
關

聯

に

就

い

て

の

龙

じ

論

論

：

.に
：基5

_

然

桔

e
さ
'
て邏

に

：她

慧

的

硏

究

：に
と
り

如〜

ん
瘍
合
丨
鬼
^
务

名
 

量

的

な
 

側
妍
に
關
す
各
考
舉
の
闲
難
で
あ
ら
ぅo

.

即
ぢ
A
と
い
ふ
.環
歡
耍
素
と
ズ
紀
.る
"現
象
と
の
關
聯
の
性
性
昧
知
ら
れ
て
居
る
と
し
て
も
、 

歲

X
ぬ
果

し
て
.通

m -
度

(D
..歡

を

及

ぼ
し
て
居
る
か
明
白
で
な
い

o

從
一
つ
"て
そ

こ

に
或

る

.藤

度

の

主

觀

的

秤
量
が
.行

は

.
れる
：こ
と 

を
必
要
と
:1
>
广
1
ぬ
結
艰
時
：と
:^
て
，は.過
大
或
は
過
漱
昤
秤
量
ざ
札
る
こ
^
と
：か
^
0
相
關
係
數
或
は
^
テ
フ
'の
使
用
の
：可
能
な
場
合 

は
.そ
0.
;危
險
が
或
ふ
；程
度
あ
で
減
趣
す
る
が
、
.地
：理
學
者
の
硏
究
_は
ま
だ
斯
か
る
方
法
?:
:用
ふ
.る
^.
晚
功
じ
て
居
汰

へ
？ 

■

「

氣
候
と
文 

明」

の
著
奢
ハ
ン
^
ツ
ジ
汐
ン
：■

*

量
的
な
^
究
：手
續
^.
尊
重
す
を
地
：现
'學

者

の

：
代

；
表

者

で

^
な

安

彼

ば

氣 

良
や

^
0.
ぎ

神

的

及

び

，肉

體

盼

能

_

0.
.最

'1
>
'率

要

激?>
:
決

定

要

因

，
で
^
る

と
.

4

の
.高

S
-A
間
P
所

產

蟹

ら

こ

れ

ま

た

間

養

氣

候

ぬ

侬

つ

m
決

定

：さ
：れ

、

,更
に
氣
候
が
變
化
.ず
農
従
兌
て
文
明
も
地
棣
的
に
#.
勁
：
 

尤
み
^
設
X
の
で
按
る
が
パ
そ
の
基
礎
を
常
ぬ
親
^
的
^
法
に
置
い
て
唐
る
::
°
0
ち
各
國
0;
氣
^1
-«
濕

度

並

び

：
：に
：
同

時

期

ぬ

苑

亡

率

を
 

調
f
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遷
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麗
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作
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舞
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齋
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鈒
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の
觉
塲
勞
働
替
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G
變
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•を
調
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し
.て
氣
候
と
こ
れ
等
が
頗
る
密
接
な
關
係
に
'あ
.る
こ
_と
を
實
證
す
％

\而
し
て
.こ
れ
等
か
.ら
人
間
に
對
ず
る「

理
想
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養

，̂

決
：定
す
.る
::
;
?他

方

；
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